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有限会社ブリケンコーポレーション、IBDの理解促進を目指す 

「I know IBDプロジェクト」のモザイクアートに協力 

渋谷駅の大型交通広告にて掲出開始 

 

有限会社ブリケンコーポレーション（本社：静岡市葵区西草深 16-4、以下 当社）は、アッヴィ合同会社（本社：東

京都港区、社長 ：ティアゴ・カンポス ロドリゲス）が主催する炎症性腸疾患（IBD）患者さんの外出時のトイレへの不

安解消と社会全体での理解を高めることを目的とした「I know IBDプロジェクト」（以下、本プロジェクト）に協力企業

として参画しています。このたび、本プロジェクトの一環で制作されたモザイクアートを活用した大型交通広告が、

2025 年 6 月 30 日（月）より、渋谷駅構内で掲出開始されましたのでお知らせいたします。当社社員も、モザイクア

ート制作に協力しております。 

 

 
 

 
 

IBD は主に指定難病である潰瘍性大腸炎とクローン病1,2があり、主な症状である下痢や腹痛により、トイレの回

数の増加3,4や、食事の制限5など患者さんの日常生活にさまざまな影響を及ぼすこともある疾患です。本プロジェク

トの目的は、「見えない壁」ともいえる、社会が気づいていない IBD 患者さんを取り巻くさまざまな課題を明らかにし、

その解消に取り組み、さらには IBD を正しく認知し理解する人が一人でも多く増えることで、社会全体の IBD につ

いての理解を高めることです。当社は、企業理念に基づき、2024年より本プロジェクトに賛同しています。 

 

本プロジェクトにより、「IBDを理解する日」である 5月 19日にあわせて、患者さんへの応援の気持ちを伝えるモ

ザイクアートが制作されました。当社も協力企業として写真を提供しております。このモザイクアートを使用した全長

22mの大型交通広告が、以下の通り掲出されます。 



● 掲出場所：東急田園都市線渋谷駅 B1F・A0/A1出口 

● 掲出期間：6月 30日（月）午前 10時頃から 7月 6日（日）までの 7日間 

※駅及び、駅係員へのお問合せはご遠慮下さい 

 

広告やモザイクアートをはじめとする全てのビジュアルには、実際の協力企業店舗の方々の写真が使われていま

す。プロジェクトの立ち上げから 3 年を経て、一人ひとりの想いが力強く重なり、業種や業態を越えて IBD 患者さん

を支える輪が広がっている様子を表現しています。 

モザイクアートは下記サイトからもご覧いただけます。 

https://www.iknowibd.com/prj/mosaicart/ 
 

IBD（炎症性腸疾患）について 

IBDは、大腸や小腸など消化管に炎症が起こり、腫瘍を合併することもある疾患で、主に指定難病である潰瘍性大

腸炎とクローン病があります 1,2。下痢や腹痛が主な症状であるため、トイレの回数の急増 3,4や、食事の制限 5など

患者さんの生活にさまざまな影響があります。IBD の発症は、これから社会で活躍する世代である 10-20 代で多く

報告されていますが、現時点では完治につながる治療法がなく 1,2、患者さんの人生に大きな影響を及ぼし得る指

定難病です。国内の IBD推計患者数は約 29 万人 6と、指定難病の中でも患者数が多い,7疾患で、国内患者数は

年々増加傾向にあります 1,2。 

※IBDという指定難病はありませんが、潰瘍性大腸炎とクローン病を IBDという一つの疾患と定義した場合の患者数の試算で

す。 

 

I know IBD （アイノウ アイビーディー） プロジェクトについて  

本プロジェクトの目的は、「見えない壁」ともいえる、社会が気づいていない IBD 患者さんを取り巻く さまざまな課題

を明らかにし、その解消に取り組み、さらには IBD を正しく認知し理解する人が一人でも多く増えることで、社会全

体の IBD についての理解を高めることです。5 月 19 日の「IBD（炎症性腸疾患） を理解する日」に先駆け、2022 

年 5 月 17 日に発足しました。 

 

具体的な取組みとしては、本プロジェクトの趣旨に賛同いただける協力企業・協力店を募り、IBD 患者さんに対して、

施設・店舗内トイレの貸し出しを行います。また、本プロジェクトのステッカーを施設・店舗内に掲出し、IBD 患者さ

んへの支援・理解の可視化につなげます。さらに、協力企業・協力店の従業員を対象に IBD に関する教育資材の

配布などを行い、社会全体での疾患認知と理解を広げていきます。さまざまな企業・店舗の賛同を得て協力者の輪

を広げていくことで、トイレの問題だけでなく、IBD 患者さんを取り巻く見えない壁を解消し、希望あふれる日常の実

現を目指します。 

WEBサイト：https://www.iknowibd.com/prj/ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞   

有限会社ブリケンコーポレーション  

経営企画室 広報  佐田 建   

TEL  ： 054-340-0118  

Email ： sata@hbrgr.com 

      

＜広告掲出に関するお問い合わせ先＞   

I know IBDプロジェクト PR事務局（プラップジャパン内） 
abbvie_IBD@prap.co.jp  
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